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 林業労働災害の最大の特徴は、チェーンソーを用いた伐倒作業での死亡災害の割合が

多く、上半期では、全体の 65％を占めています。その原因の多くは、伐倒作業の基本

を逸脱したものや、伐倒前の上方や周辺及び伐倒木の特徴等の確認不足に集約されてい

ます。再度基本に立ち返って、日常作業について見直していきましょう。 

★伐倒前の確認★ 

 

★伐倒の基本★ 

 

 突然ですが、「♪チョイト一杯のつもりで飲んで、いつの間にやらハシゴ酒、気が付きゃホー

ムのベンチでゴロ寝、これじゃ身体にいいわきゃないよ。分かっちゃいるけどやめられねぇ。 

ア ホレ スイスイ スーダララッタ スラスラ スイスイスイ♪」の唄をご存知でしょうか。 

1960年代に植木等さんが歌い大ヒットした「スーダラ節」です。真面目な人柄の植木さんは、 

「こんな歌が売れるようじゃ悲しい」と、思い悩んだと言います。 

やめたほうがいいかもと思っている、「悪い癖」「習慣」などありませんか。自分にとって良くな

い事、不快な事が起きた時に、不快感を低減するには、「行動」を変えるか「考え」を変えるか、

どちらかが必要になるそうです。要は、無意識では正直なところやめたくないのです。 

絶対にやってはいけないルールを守らないのは、「不安全行動」と言います。人間の特性には、

「省略」や「手抜き」があります。林業の作業には多かれ少なかれ、リスクが伴います。 

“自分だけは大丈夫”と思った時こそ一番危ない時です。一度振り返る癖をつけましょう。 

 
 ◆平成 29年林業死亡労働災害の特徴と作業別割合◆ 

 

チェーンソーによる伐木造材作業が 30件（75％）を占め、過去 10年間平均の 64.8%を大きく上回ったことが、

大きな特徴です。十分に気を付けて作業しましょう。 
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